
【 いろいろな因数分解 】

（１） 共通因数でくくり出し,さらにかっこの中を因数分解する。

（例） ２ －８ ＋８a２x abx b２x を因数分解してみよう。（例） ３ －６ －４５ を因数分解してみよう。x２ x

（解） まず,共通因数２ をくくり出し,x さらに（解） まず,　共通因数 ３をくくり出し,さらに

かっこの中の式を因数分解する。かっこの中の式を因数分解する。

３ －６ －４５＝３（ －２ －１５）x２ x x２ x ２ －８ ＋８ ＝２ （ －４ ＋４ ）a２x abx b２x x a２ ab b２

＝２ （ －２ ）x a b ２＝３（ －５）（ ＋３）x x

次の式を因数分解しなさい。（１）～（３）は をうめながら因数分解しなさい。２７

（１） ４ －４ －２４x２ x （２）６ －５４ ＋１０８x２ xy y２ （３） －２５ab２ a

＝ （ 　　）＝ （ 　　）＝ （ 　　）

＝ （ 　）（ 　　） ＝ （ 　）（ 　　） ＝ （ 　）（ 　　）

（４） ２ －４ －３０a２ a （５） １２ －３x２ y２ （６） －５ －１４x２y xy y（香川県） （愛知県）

（７） ２ ＋１２ ＋１８am２ am a （８） －７ ＋２８ －２８a２ ab b２ （９） －２５a２b b３

（大阪成蹊女高）

－x３y３ xy（１１） ６ ＋６ －１２ax２ ax a （１２）（１０）  ２ －２６ ＋６０ax２ axy ay２

（追手門学院高）

（１３） ４ －３６x２y２ a２ （１４） ３ ＋３６ ＋１０８a２c abc b２c （１５） ３ －７５a２b b３
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（５） 図形に関する問題

◆　　図形の問題では, 図形の線分の長さ, 面積, 体積の値は負の数にならないことに注意する。

（図１）
（例） 右の図１のように,縦１７ｍ, 横２２ｍの長方形の土地に, 同じ幅の

道路（白い部分）を縦, 横につけて, 残りを畑（斜線部分）にします。 １７ｍ

畑の面積が３００ｍ になるようにするには道路の幅を何ｍにすれば２

よいですか。 ２２ ｍ

（２２－ ）ｍx（図２）
（解） 図２のように, 道路部分を端に移動させると, 図２の斜線の長方形の面

積が畑の面積３００ｍ になるので,２ 求める道路の幅を  ｍとすると,x （１７－ ）ｍx

（１７－ ）（２２－ ）＝３００x x という方程式が成り立つ。これを整理すると,

－３９ ＋７４＝０x２ x → （ －２）（ －３７）＝０x x より， ＝２,x ３７。

A. ２ｍ＜１７ でなければならないから,x ＝２となる。x

１２０ 右の図のように, 縦２６ｍ, 横３６ｍの長方形の土地に, 同じ幅の道路

（白い部分）を縦, 横につけて, 残りを畑（斜線部分）にします。畑の面
２６ｍ

積が７０４ｍ になるようにするには道路の幅を何ｍにすれば２ よいですか。

をうめながら答えなさい。

３６ｍ（解） 道路の幅を  ｍx とする。  に関する方程式を作ると,x

（２６－ ）（　　　　　　　）＝x 　　。 整理すると, －x２ 　　 ＋x 　　　＝０。

　　ｍ＝x＜２６x より， A.。
１ｍ

１２１ 横の長さが縦の長さより４ｍ長い長方形の土地に, 右の図のように

幅１ｍの道をつけたところ, 道を除いた部分の面積の和が６０ｍ と２

 mx
なりました。もとの土地の縦の長さを　　　をうめながら求めなさい。　　　　　　　１ｍ

（龍谷大付平安高）

（解） もとの土地の縦の長さを  mとすると,　もとの土地の横の長さは　x

（　　　　　　　）と表される。  に関する方程式を作ると,x （ －１）（　　　　　　 ）＝x
。

整理すると, ＋x２ 　 －x 　 ＝０。 ＞１x より ＝x 。 A. ｍ

１２２ 縦３０ｍ, 横６０ｍの長方形の土地がある。右の図のように,長方形の

各辺と平行になるように同じ幅の通路を, 縦に３本, 横に２本つくり（斜線）,

残りの土地に花を植えたい。花を植える土地の面積をもとの土地の面積

の７８％にするには,通路の幅を何ｍにすればよいか。 （関西学院高）

一辺の長さが ｃｍの正方形と,x 縦 ５ｃｍ, 横 ｃｍの長方形が右図のように正方形x１２３ x ｃｍ

の重なり部分を作って重なっている。斜線部の面積が１５１ｃｍ であるとき,２ の値x
を　　　をうめながら求めなさい。 （大阪信愛女高）

（解） 重なりの正方形は一辺が　　　　ｃｍなので,その面積は　　　　　ｃｍ 。  に関する　　　　２ x ５ｃｍ 

x ｃｍ＝１５１。 ＞５より，x ＝x 　　となる。方程式をつくると, 
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１６５ 右の図のように， ＝２ 上に２点ＡとＢを， ＝－
３

１
上に２点ＣとＤをとり，y x２ y x２

y
＝２y x２

４点を結んだ長方形ＡＢＣＤをつくる（ＡＢとＣＤと 軸は平行）。次の問いにx

をうめながら答えなさい。
ＡＢ

（１） 点Ａの 座標を３とするとき，ＡＢとx （２） 点Ａの 座標をx t とするとき，
xＡＤの長さをそれぞれ求めなさい。 ＡＤの長さを で表しなさい。t Ｏ

ＤＣ
（解） Ａ，Ｂ，Ｄの座標はそれぞれ， （解） Ａ，Ｄの座標はそれぞれ， ＝－

３

１
y x２

Ａ（３，　　　　），Ｂ（ 　　　）， Ａ（ ，t 　），Ｄ（ ，t 　　　）。ＡＤは縦の長さなので，

Ｄ（３， 　）となるので，ＡＢの長さは Ａの 座標－Ｄの 座標＝　　　　－（y y 　　　）＝
。

　，ＡＤの長さは 　　になる。 よって，ＡＤの長さは 　となる。

（３） 長方形ＡＢＣＤが正方形になるとき，Ａの座標を求めなさい。

（解） 点Ａの 座標をx t とすると， ＡＢの長さは ２t となり， ＡＤの長さは（２）より 　となる。

長方形ＡＢＣＤが正方形なので ＡＤ＝ＡＢ を利用して  に関する方程式をつくるとt

＝ となり，分母をはらって整理すると， ＝０。解くと ＝０，t
。

＝０t は題意に適さないので， ＝t よって，Ａの座標は 　 となる。。

１６６ 右の図のように， 軸に平行な直線y  と ２つのグラフ，l ＝
２

１
＋６，y x ＝

２

１
 との交点をそれぞれＰ,y x２

Ｑとする。ＰＱの長さが３のとき，Ｐの座標をすべて求めなさい。ただし，Ｐ点はＱ点より上にある。
（開明高改題）

y＝
２

１
y x２

Ｐ

＝
２

１
＋６y x

Ｑ

x
Ｏ

l

１６７ 右の図のように， ＝ 上に２点ＡとＢを， ＝－
２

１
上に２点ＣとＤをとり，４点を結んだ正方形y x２ y x２

ＡＢＣＤをつくる（ＡＢとＣＤと 軸は平行）。点Ａの 座標を  とするとき， の値を求めなさい。（ ＞０）x x a a a
y

＝y x２ （沖縄県）

ＡＢ

x
Ｏ

ＤＣ
＝－

２

１
y x２

１６８ 右の図のように， ＝２ 上に２点ＡとＢを， ＝
２

１
上に２点ＣとＤをとり，４点を結んだ正方形ＡＢＣＤをy x２ y x２

y
＝２y x２

つくる（ＡＢとＣＤと 軸は平行）。点Ａの座標を求めなさい。x （長崎県改題）

Ｂ Ａ
＝

２

１
y x２

ＤＣ x
Ｏ
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【 三角形の相似と線分の長さ 】

◆ 相似な三角形を見つけ，対応する辺の比（相似比）を利用しながら計算する。
Ｐ

５
（例） 右の図において，∠ＰＳＴ＝∠ＰＲＱのとき，２つの三角形の相似を対応順に

７ Ｔ
記号で表し，  の長さを求めなさい。x

xＳ

４（解） 相似な三角形を記号で表すと， △ＰＳＴ∽△ＰＲＱ となる。よって対応
ＲＱ

する辺の比は等しいので，ＰＳ：ＰＲ＝ＰＴ：ＰＱ が成り立つ。すなわち，

（
５

５２
）７：（５＋ ）＝５：１１x ５（５＋ ）＝７×１１。x これを解くと， ＝１０．４x もしくは，→

２３９ 次の各図において，２つの三角形の相似を対応順に 記号で表し， ，  の長さを求めなさい。x y

（１） 右の図において，ＢＣ∥ＤＥである。
Ａ

（解） 相似な三角形 △ ＡＢＣ △ ６→ ∽

ＣＢ対応する辺の比例式 　　　： ＝６：x ， ＝x 。これを解いて，→ ４５

ＥＤ x
（２） 右の図において，ＡＣ∥ＤＥである。

Ａ
x

（解） 相似な三角形 △ △ＡＢＣ→ ∽ Ｄ

１２対応する辺の比例式 １６： 　＝１２：（ 　　）,　　　　→
↓

ＣＢこれを解いて， ＝x １６（ 相似比を簡単な数にして計算するとよい。） Ｅ。
２４

（３） 右の図において，∠Ｐ＝∠ＱＴＳ＝９０°である。 Ｐ
y

Ｓ（解） 相似な三角形 △ △ＰＱＲ x→ ∽
１０

６
　　　　これを解いて，， ＝x対応する辺の比例式 ６： ＝１０x ： 。→

ＲＱ
Ｔ ８　　 ８の方は，y １０：１６＝ ：（  ）, これを解いて， ＝y 。

Ｐ（４） 右の図でＰＳの長さを求める。
１４

x ８
（解） 相似な三角形 △ ＰＲＳ △→ ∽

Ｑ Ｒ
４Ｓ１２

対応する辺の比例式 ：　　　  ＝８：x ，これを解いて            ， ＝x 。→

（５） 右の図において，∠ＢＡＣ＝∠ＡＤＣ＝９０°である。 Ａ

（解）  を求めるための相似な三角形x △ ＢＤＡ △→ ∽ ， y
１２

１６：　　　   ＝　　　   ：  。 x ＝x　　これを解いて， 　　。
Ｂ

Ｃ次に， △ＡＢＤ △　を求めるための相似な三角形y Ｄ∽ x→
１６

対応する辺の比例式( の値を利用）x ：y 　＝ 　　： ，y  これを解いて， ＝y→ 。
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（２） 平行四辺形と相似　

◆ 平行四辺形と相似の基本形 ～ 相似な三角形を見つける，または，補助線で相似な三角形を作る。

④ 相似な三角形を作る① 上下の三角形の相似 ② 左右の三角形の相似 ③ 相似な三角形を作る
（内側に補助線）（外側に延長線）

２６５ 次の各図の平行四辺形ＡＢＣＤで， にあてはまる最も簡単な整数を書き入れなさい。（単位はｃｍ）

：（２） ＡＢ：ＣＥ＝ＢＰ：ＥＰ＝（１） ＡＤ：ＥＣ＝ＡＰ：ＣＰ＝ 　：

Ａ ＤＡ Ｄ
Ｅ ６

ＰＰ
１０

ＢＢ ＣＣＥ３ ６

    ：（３） ＢＰ：ＤＰ＝  ： ，ＡＱ：ＱＣ＝ ： （４） ＡＰ：ＣＰ＝  ： ， ＡＱ：ＱＣ＝

４Ｅ７Ａ Ｄ Ａ Ｄ

ＰＰ ５
Ｑ ＦＱ

３Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ４Ｅ１０

Ｐ
右の図の平行四辺形ＡＢＣＤで，ＡＥ：ＥＤ＝４：３，点Ｆを辺ＣＤの中点とする。２６６

ＢＥとＡＦの交点をＱとするとき，ＡＱ：ＱＦを をうめながら求めなさい。
ＥＡ

Ｄ（解） 点線のように，ＢＥとＣＤの延長線の交点をＰとする。
Ｑ

△ＡＢＥ∽△ より，ＡＢ：ＤＰ＝ＡＥ：  ＝４： … ① Ｆ

Ｃ… ②ＡＢ＝ＤＣ で点ＦがＣＤの中点だから，ＡＢ：ＤＦ＝２： Ｂ

①，②より，ＡＢ＝４とみると，ＤＰ＝ ，ＤＦ＝ となるので，ＰＦ＝ …　③　となる。

△ＡＢＱ∽△ＦＰＱより，ＡＱ：ＱＦ＝ＡＢ：ＦＰ となるので ③より求める比は ：  となる。

右の図の平行四辺形ＡＢＣＤで，ＡＥ：ＥＤ＝６：５，ＤＦ：ＦＣ＝２：１とする。２６７

ＢＥとＡＦの交点をＱとするとき，ＡＱ：ＱＦを求めなさい。

ＥＡ
Ｄ

Ｑ

Ｆ

Ｂ Ｃ
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